
民
間
住
宅
の

耐
震
補
強
は
万
全
に

総 務

５
月
２７
日
協
議
会
開
催

防
災
対
策

Q
耐
震
診
断
の
実
績
は
。

A
平
成
１５
年
度
か
ら
、
毎
年

１
０
０
件
ほ
ど
実
施
し
て
い

る
。

Q
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
の

補
助
金
は
。

A
耐
震
診
断
は
無
料
、
耐
震

補
強
補
助
金
は
６０
万
円
が
限

度
で
あ
る
。

１９
年
度
決
算

Q
収
支
の
見
込
み
額
は
。

A
実
質
収
支
で
８
億
円
の
黒

字
が
見
込
ま
れ
る
。

Q
８
億
円
の
支
出
の
振
り
分

け
は
。

A
こ
の
う
ち
３
億
円
は
、
２０

年
度
当
初
予
算
繰
越
財
源
と

し
、
５
億
円
は
緊
急
性
の
高

い
事
業
の
補
正
財
源
に
あ
て

て
い
く
。

５
月
２６
日
開
催

本
町
は
、
町
民
の
理
解
と
協

力
に
よ
り
ご
み
の
減
量
化
は
一

定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
し

か
し
、
近
年
人
口
増
と
あ
い

ま
っ
て
、
今
後
ご
み
の
増
加
が

懸
念
さ
れ
る
。
中
で
も
生
ご
み

が
５０
％
を
占
め
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

Q
生
ご
み
減
ら
し
に
今
回
段

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
推
進

さ
れ
る
が
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー

を
町
で
作
っ
て
処
理
し
て
は

ど
う
か
。

A
堆
肥
セ
ン
タ
ー
で
の
堆
肥

化
の
道
は
引
き
続
き
検
討
課

題
と
し
た
い
。

Q
町
内
で
の
廃
食
用
油
は
、

ど
の
程
度
の
ご
み
減
量
に
つ

な
が
る
の
か
。

A
家
庭
系
・
公
共
で
年
間
約

１０
ｔ
が
見
込
ま
れ
る
。

市
街
化
区
域
を
拡
大

六
栗
・
里
・
岩
堀
地
区
の
市

街
化
計
画
が
示
さ
れ
る
。

Q
市
街
化
区
域
編
入
の
調
整

は
や
っ
て
い
る
か
。

A
こ
の
３
地
区
は
概
ね
可
能

と
県
か
ら
回
答
を
得
て
い
る
。

Q
人
口
も
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
市
街
化
編
入
は
、
積

極
的
に
進
め
る
べ
き
と
思
う

が
。

A
素
案
を
県
に
提
出
し
実
施

で
き
る
よ
う
進
め
て
行
く
。

産業建設

減らそう生ごみを

ごみ減量化の
取り組み

耐震補強で安全な住宅に
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通
称
名
が「
長
寿
医
療

制
度
」と
な
る

文教福祉

５
月
２３
日
協
議
会
開
催

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

Q
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

通
称
名
を
「
長
寿
医
療
制

度
」
と
発
表
し
た
が
、
内
容

は
ど
う
か
。

A
制
度
の
内
容
は
、
変
わ
ら

な
い
。

Q
制
度
が
発
足
し
て
苦
情
は

あ
っ
た
か
。

A
４
月
上
旬
が
ピ
ー
ク
で
、

電
話
・
窓
口
と
も
２０
件
あ
っ

た
。

Q
国
で
は
低
所
得
者
の
負
担

軽
減
措
置
を
と
る
と
の
こ
と

だ
が
。

A
ま
だ
具
体
的
に
市
町
村
ま

で
の
指
示
は
来
て
い
な
い
。

保
育
料
が
見
直
し
さ
れ
る

Q
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た

め
、
７
階
層
が
９
階
層
と
な

る
が
、
対
象
世
帯
と
保
育
料

は
。

A
第
３
階
層
１７
世
帯
で
、
保

育
料
は
約
半
額
に
、
第
５
階

層
４４
世
帯
で
、
約
２
割
減
額

と
な
る
。

Q
私
的
契
約
児
の
保
育
料
が

実
施
児
と
同
額
に
な
る
が
、

入
所
人
数
は
。

A
３３
世
帯
、
３７
名
が
入
所
し
、

減
額
と
な
る
。

５
月
１２
日
か
ら
１４
日
の
３
日

ふ
く

つ

す

え

間
、
福
岡
県
福
津
市
・
須
恵
町
、

き

や
ま

し
ま
ば
ら

佐
賀
県
基
山
町
、
長
崎
県
島
原

市
を
視
察
し
た
。

■
福
津
市

健
康
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

施
設
は
市
の
中
心
部
に
位
置

し
、
各
世
代
に
沿
っ
た
保
健
施

策
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
対
策

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
市
民
が
気
軽
に
集
う
様

子
が
う
か
が
え
た
。

■
須
恵
町

認
定
子
ど
も
園
ア
ザ
レ
ア
幼
稚
園

公
立
の
幼
児
園
と
保
育
所
を

一
体
化
し
た
幼
児
施
設
で
、
全

て
の
就
学
前
児
童
に
一
貫
し
た

教
育
・
保
育
の
機
会
を
設
け
る

目
的
で
運
営
さ
れ
て
い
た
。

■
基
山
町

総
合
体
育
館

町
の
主
要
施
設
が
役
場
周
辺

に
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、
冷
暖

房
整
備
の
体
育
館
は
、
ひ
と
き

わ
目
立
っ
て
い
た
。

■
島
原
市

松
平
文
庫

島
原
城
主
と
な
っ
た
松
平
忠

房
が
収
集
し
た
和
漢
の
書
籍
な

ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。

松
平
忠
房
の
菩
提
寺
が
深
溝

の
本
光
寺
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

両
市
町
の
親
善
友
交
と
な
っ
た
。

帰
町
後
、今
回
の
視
察
が「
島

原
新
聞
」
の
一
面
に
報
じ
ら
れ

た
事
を
知
っ
た
。
ビ
ッ
ク
リ
。

デイサービスでわきあいあい

健康福祉総合
センターなど視察

島原新聞に掲載
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町
民
と
の
か
け
橋
に

な
る
広
報
紙
を

議会広報
４
月
２２
日
・
２３
日
、
岩
手
県

や

は
ば

お
お
さ
と

矢
巾
町
・
宮
城
県
大
郷
町
の
議

会
広
報
編
集
の
視
察
を
し
た
。

■
矢
巾
町

平
成
１８
年
度
町
村
議
会
広
報

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

を
受
賞
。
町
民
の
声
、
関
心
の

高
い
議
案
、
町
の
話
題
に
な
っ

た
人
等
を
掲
載
し
て
、
議
会
だ

よ
り
が
町
民
と
の
「
か
け
橋
」

に
な
る
よ
う
、
親
し
み
が
あ
り

読
み
や
す
い
工
夫
が
さ
れ
て
い

る
。

■
大
郷
町

平
成
１９
年
度
優
秀
賞
を
受
賞
。

町
民
の
知
り
た
い
情
報
、
議
会

の
知
ら
せ
た
い
情
報
を
重
点
に

お
き
、
簡
潔
な
文
章
で
、
人
物

や
動
き
の
あ
る
写
真
を
多
く
掲

載
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
工
夫
し

て
読
み
た
く
な
る
紙
面
づ
く
り

が
さ
れ
て
い
た
。

ああいいつつぐぐ、、広広報報視視察察来来町町
幸田町議会の広報特別委員会にも、全国の議

会から、多くの視察があり、読みやすい議会広
報紙づくりを目指して委員どうし、相互に研賛
をしています。

平成１９年度の状況

あなたも議会を
傍聴してみませんか
9月定例会、本会議の予定です。

●会期の日程

9月 1日� 開会、議案の説明

4日� 一般質問

5日� 〃

9日� 議案の質疑

10日� 〃

26日� 討論、採決、閉会

●場 所 役場5階 議場

●時 間 午前9時から

◎詳しくは議会事務局へ

�63－5151（直通）

議 会 名

岐阜県安八町

宮城県加美町

岐阜県池田町

石川県川北町

長野県小諸市

長野県須坂市

石川県津幡市

神奈川県大井町

静岡県清水町

京都府久御山町

兵庫県淡路市

福岡県春日市

月 日

５月２９日

５月３０日

７月２日

９月２６日

１０月３０日

１１月６日

１１月９日

１１月１３日

１１月１３日

１月２４日

２月４日

２月７日

大郷町で研修を受ける
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平
成
１７
年
１２
月
定
例
会

黒
柳

広
治
議
員

平
成
１８
年
１２
月
定
例
会

丸
山
千
代
子
議
員

子子
どど
もも
権権
利利
条条
例例

子
ど
も
権
利
条
例
制
定
を
。

平
成
２２
年
度
に
は
施
行
と
な
る

よ
う
考
え
て
い
る
。

�

平
成
２０
年
度
予
算
で
約
３

０
０
万
円
を
計
上
し
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
は
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
有
識
者

に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

�

国
連
「
子
ど
も
権
利
条

約
」
の
４
つ
の
権
利
（
生
き

る
・
育
つ
・
守
ら
れ
る
・
参

加
す
る
）
の
概
念
で
、
本
町

独
自
の
条
例
制
定
に
向
け
、

資
料
収
集
中
で
あ
る
。

平
成
１８
年
１２
月
定
例
会

杉
浦

務
議
員

西西
南南
部部
地地
域域
のの

整整
備備
計計
画画

国
道
２３
号
バ
イ
パ
ス
周
辺
須
美

南
山
地
区
・
白
百
合
学
園
跡
地

の
工
場
誘
致
計
画
は
。

農
振
の
除
外
、
地
権
者
の
関
係

を
待
ち
、
可
能
で
あ
れ
ば
開
発

整
備
、
誘
致
し
て
い
く
。

�

須
美
南
山
地
区
は
、
６
社

の
誘
致
が
決
定
し
た
。

現
在
、
１
社
の
工
場
が
完

成
し
、
２
社
が
工
事
中
と

な
っ
て
い
る
。

当
地
区
は
、
地
区
計
画
決

定
に
よ
り
、
環
境
と
調
和
す

る
土
地
利
用
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

�

白
百
合
学
園
跡
地
７
�
は
、

開
発
に
向
け
調
整
中
と
な
っ

て
い
る
。

工事の進む須美工業団地

生徒総会で活発な発言を（幸田中学校）
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